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Abstract

Heart rate responses relating to the dash of 25 m,50 m and 100 m were investigated

on 20 boys and 20 giris of 6 years old.The subjects were chosen from 120 chHdren

of the same age groups as 10 good runners (Group― A) and 10 poor runners(Group

一B),for bOys and giris,respectively.

Heart rate were recorded using telemetry sysytem before and during running,and

3 Πlin recovery period。

In the present study, the foHowing results were obtained

①  The mean records of running for boys of Group A and B were 5。 59 sec:

6.93 sec〔A:B〕 , 11。79 sec:14。 34 sec, and 24.25 sec:29。96 sec,for 25 m, 50 m and

100 m dash, respectively.

The mean records for girls of Group A and B were 5。 99 sec:6。 78 sec〔A:B〕 ,

12。 21 sec: 14。 06 sec, and 25。 24 sec:29。74 sec, for 25 m, 50 m and 100 m dash,

respectively.

The differences in running records between Group A and B were statisticaHy

significant(p<0。 01)for an cases.

②  Heart rate during running was relatively higher in Group A than Group

B.Maxilnum heart rate during running for boys of Group A.and B were at the level

of 157 bpm:153 bpm 〔A : B〕 ,172 bpm:159 bpm (p<0。05)and 184 bpm:176

bpm, for 25m, 50m and 100m dash, respectively.

Those for giris were at the level of 159 bpm:148 bpm。 175 bpm:159 bpm (p
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<0。05),and 176 bpm:173 bpm (p<0。 05),for 25m,50m and

③  lt is concl■ded that higher level of heart rate wOuld

who show higher perfonnance in short distance running,as for

running. It is probable that children having high running

high intensity exercise with highe撃 ‐leve1 0f Cardiovascular

100m dash, respectively.

be observed for children

the case of long distance

ability were adapted to

responses.



幼児の短距離疾走における心拍反応
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1.目  的

運動にともなう心拍反応は,運動遂行に対する

生体の適応状態を示す指標として重要である。そ

れ故,心拍数は運動負荷強度をとらえる指標とし

て広 く用いられている。青少年や成人の運動に対

する心拍反応については非常に多くの研究報告が

なされているが,そ れに比較して,幼児を対象に

した心拍反応に関する研究報告は少ないといえる。

幼児を対象として心拍反応をとらえた研究報告

の内容は多岐にわたっているが,そ れらは,い ろ

いろな運動遊びを行ったとき7,9■ 2,14),持久走や持

久的活動時
4,8,13,■ 7),体育指導や体育教室活動時,

および日常生活時間における心拍反応2,5,6)に かか

わるものが多い。このうち,幼児の短距離疾走に

ともなう心拍反応については,極めて限られ報告

例
18)がみられるにすぎない。

本研究では,人間の最も基本的な運動である走

運動をテーマとして,幼児が異なる距離の短距離

疾走を行ったときの心拍反応をとらえるとともに
,

疾走能力が高い子どもと低い子どもでは,走運動

にともなう心拍反応に差異がみられるか否かを考

察することを目的とした。

2。 方 法

1)対象

二重県北牟婁郡紀伊長島町 K幼稚園の年長組

(6歳)園児男女40名 を対象とした。測定の対象は

120名の同年齢の園児の中から,あ らかじめ行っ

た25m走テストの結果にもとづいて選択された幼

児で,疾走能力が高い男子10名 ,女子10名 ,お よ

び疾走能力が低い男子 10名,女子10名である。

2)測 定手順

体育館内にラインテープを用いて25m走直走路,

および 1周 50mの トラックを描いた。対象児は,

この走路を用いて25m走,50m走 ,100m走 (ト

ラック 2周 )を行った。測定は2日 間にわたって

実施 し,各測定種目の間隔は少なくとも30分間を

おいた,ス タート前は,椅座位にて走行順番を待ち,

疾走後はすみやかにゴール付近の椅子に座り,回

復期 3分間の安静を保った。対象幼児には,胸部

双極誘導による心電図電極および発信器を装着し,

走行前,走行中,走行後 (回復期)3分間の心電

図をテレメータ装置を用いて熱バ ン式 レクチコー

ダー (日 本電気三栄社製 )の記録紙に連続記録 し

た。記録 された心電図か らRR間隔をもとに 5秒

間単位に心拍数を計測 し, 1分間あたりの心拍水

準を算出 した。

また,各距離の走行所要 タイムおよび 100m走

では50m地点での通過タイムをス トップウオッチ

を用いて計測 した。測定では 1名ずつが走行する

方法をとった。

疾走能力測定の前日には,対象児の形態計測お

よび握力,背筋力の測定を行 った。なお, これ ら

の測定を実施するにあたっては,幼稚園園長を通

して,保護者か ら測定協力に関する承諾を得た。

3。 結 果

対象児の形態,筋力 (握力,背筋力)および25

m走,50m走, 100m走の測定結果を表 1,2に

示 した。男女とも疾走能力が高い群をA群,疾走

能力が低い群をB群として測定結果を処理 した。

1)年齢,形態,筋力について

A群とB群の測定結果を比較すると,次のよう

な特徴がみられた。

男子の年齢はA群 6.20歳,B群 5。 80歳であり,

0。 4歳の差 (p<o.05)が みられたが,女子には

A, B群間で統計的に有意性のある差はみられな

かった。

身長は男女ともA, B群間で有意な差はなかっ

たが,男子の体重,胸囲では5%水準でA群が有

意に大きな値を示 した。 しかし,女子の体重,胸

囲には,群間の有意な差はなかった。

握力,背筋力については,男子で群間に有意な
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表 1。 幼稚園年長組 (6歳 )園児の形態,筋力および走能力測定結果 (男子)

〔A群 :疾走能力が高い群,B群 :疾走能力が低い群〕

Subj.
年齢

(歳 )

身 長

(cm)

体 重

(kg)

胸 囲

(cm)

平
力
＞

左
握
ｋｇ

右
均
＜

背筋力

(kg)

25 rn

タイム

50rn

タイム

100mタ イム

501n
ラッフ

゜ 100m

A群 (N〒 10)

MA001

MA009

MA031

MA036

MA058

MA063
｀MA086
′
MA089

MAl19

MA122

6.42

5。83

6。33

6。08

6。42

6。 17

6.42

6。08

6。00

5。83

,110。 7

110。 1

115。 6

114。 0

119。8

115。 0

107。 5

112。 1

115。 1

109。 0

2o。 0

18.8

21。 2

22.6

20。 5

2o.5

18。0

20.5

19。 4

19。0

57.0

54。 2

55.7

59。 0

55。 3

57。 0

55。 2

54。 4

54。 0

55。 3

7.5

6。 5

9。8

7。 0

9。 3

5。 8

7。 3

7.0

5.0

6。 8

38。 0

27。 0

41。 0

31。 0

30.0

9.0

20.0

18.0

29。 0

5″ 3

5″ 4

5″ 1

5″ 5

5″ 4

5″ 8

5″ 5

6″ 1

6″ 2

5″ 6

11″ 4

11″ 2

10″ 9

12″ 2

11″ 8

12″ 2

12″ 0

11″ 6

12″ 9

11″ 7

11″ 6

11″ 5

11″ 2

12″ 2

12″ 2

12″ 5

12″ 4

11″ 6

13〃 1

13″ 2

23″ 1

22″ 8

23″ 3

23″ 9

24″ 1

25″ 0

25″ 1

23″ 5

26″ 4

25″ 4

X
SD

MAX
,MIN

6。20

0。22

6.42

5。 83

112。 9

3.51.

119.8

107。 5

20。 1

1.25

22。 6

18。 0

55。 7

1。 47

59。 0

54.0

7.2

1.37

9。8

5.0

27.0

9。 43

41。 0

9。 0

5″ 59

0″ 33

5″ 1

6″ 2

11″ 79

0″ 54

10″ 9

12″ 9

12″ 15

0″ 64

11″ 2

13″ 2

24″ 25

1″ 11

22″ 8

26″ 4

B群 (N圭 10)

MB`008

MB014

MB032

MB044

MB060

MB062

MB096

MB098

MB124

MB126'

5.83

5。 50

6.25

5.50

6。 33

6.17

5。 83

5.75

5。 58

5.58

110。8

113.9

114。 3

105。 5

111.5

113.3

114.5

104。 2

112.0

110。 6

17.4

19。 8

18。 0

15。 3

18。 5

19.0

22.5

16.0

19.5

18.5

53。 8

56e5

53.4

51。 7

55,9

54.5

57.5

52:6

53.8

51.0

7。 5

8.0

4.8

4.5

6.o

7。 0

8.3

4.5

9。 0

8.5

18。 0

31.0

29。 0

16。 5

16.0

19。 0

10.5

30。 0

23.5

29。 0

6″ 3

6″ 6

6″ 5

7″ 1

6″ 9

7″ 0

8″ 1

7″ 1

6″ 5

7″ 2

13″ 5

13″ 4

13″ 6

14″ 4

14″ 9

13″ 5

15″ 5

14″ 9

15″ 0

14″ 7

14″ 1

13″ 1

13″ 9

15″ 4

14″ 7

14″ 5

15″ 3

14″ 3

15″ 6

18″ 0

27″ 9

26″ 5

27″ 9

31″ 0

30″ 8

29″ 4

31″ 7

29″ 3

30″ 8

34″ 3

X
SD

MAX

MIN

5。 80

0.30

6.33

5。50

111.1

3.39

114.5

105.5

18.5

1.92

22.5

15。 3

54。 0

1。97

57.5

51。 0

6.8

1.65

9。 0

4.5

22。 3

6.84

31.0

10。 5

6″ 93

0″ 48

6″ 3

8″ 1

14″ 34

0″ 73

13″ 4

15″ 5

14″ 89

1″ 26

13″ 1

18″ 0

29″ 96

2″ 13

26″ 5

34″ 3

全体 (N=20)

X
SD

MAX

MIN

6.00

0。 31

6。42

5。50

112.0

3.57

119。8

105。 5

19.3

1。 86

22.6

15。 3

54.9

1.93

59。 0

51。 0

7。 0

1.53

9。 8

4.5

24.5

8.51

41。 0

9。0

6″ 26

0″ 79

5″ 1

8″ 1

13″ 07

1″ 43

10″
・9

15″ 5

13″ 52

1″ 70

11″ 2

18″ 0

27″ 11

3″ 32

22″ 8

34″ 3
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表 2。 幼稚園年長組 (6歳)園児の形態,筋力および走能力測定結果 (女子 )

〔A群 :疾走能力が高い群,B群 :疾走能力が低い群〕

Subj.
年齢

(歳 )

身 長

(cm)

体 重

(kg)

胸 囲

(cm)

右左平
均握力
(kg)

背筋力

(kg)

25 rn

タイム

50 rn

タイム

100mタ イム

501n
ラップ

100m

A群 (N=10)

FA021

FA025

FA052

FA053

FA082

FA083

FA102

FAlll

FA133

FA136

6。 17

5。 75

6。00

6。 00

5:75

5.67

6。42

5.67

6。 17

6。08

116.8

111。7

118。 0

114.0

111.9

109。 7

119。 0

116。 0

116.1

117.2

22.0

19.8

19。 6

19。4

21。 5

20。 0

21.0

20。 5

24。 5

22.0

57。 8

56.5

54。 5

55.7

54.4

57.8

56.5

55。 2

60。 5

57。 0

9.3

8。 0

8。 0

7.5

7.5

6.3

8.5

6.5

11.5

6.5

32.0

20。 0

32。 0

24。0

25。 0

21.5

3910

25。 0

13。 5

27.0

5″ 2

6″ 0

6″ 2

6″ 3

6″ 1

5″ 7

5″ 3

6″ 6

6″ 5

11″ 1

11″ 5

13″ 5

12″ 4

12″ 5

12″ 7

11″ 6

12″ 2

12″ 2

12″ 4

11″ 4

13″ 2

14″ 1

12″ 7

12″ 8

11″ 5

12″ 4

12″ 1

12″ 8

12″ 8

23″ 2

25″ 7

26″ 9

26″ 5

26″ 1

22″ 9

25″ 0

24″ 8

25″ 2

26″ 1

X
SD

MAX

MIN

5.97

0.24

6。 42

5。 67

115。 0

291

119。 0

109.7

21。 0

1.47

24.5

19。 4

56.6

1.74

60.5

54.4

8。 0

1.49

11.5

6.3

25。 9

6.79

39。 0

13.5

5″ 99

0″ 47

5″ 2

6″ 6

12″ 21

0″ 65

11″ 4

14″ 1

12″ 58

0″ 75

11″ 4

14″ 1

25″ 24

1″ 26

22″ 9

26″ 9

FB020

FB028

FB047

FB049

FB078

FB085

FB104

FB107

FB134

FB141

剛
|‐

6。 33 1

15.58

ー

1,27

1=

筵

雲

54.5

56.2

53。 5

53.7

55。 0

57。 0

54.3

58。 5

72.8

54。 5

7.8

6.5

6.0

4。 3

5。 0

6.3

5。 0

6。 5

9。 3

6.5

20。 0

22.0

26.0

11。 0

18。 0

11。 0

10。 0

23。 0

23.5

10.0

6″ 3

6″ 3

7″ 0

6″ 3

8″ 0

6″ 6

6″ 1

7″ 1

7″ 3

14″ 7

14″ 2

14″ 3

13″ 9

14″ 4

13″ 5

14″ 6

12″ 3

14″ 4

14″ 3

14″ 0

13″ 5

15″ 2

14″ 3

18″ 0

14″ 6

14″ 7

15″ 0

14″ 9

15″ 2

27″ 6

27″ 5

29″ 6

28″ 9

34″ 4

29″ 5

29″ 2

30″ 1

29″ 6

31″ 0

X

SD

MAX

MIN

57。 0

5。 47

72.8

53.5

6。 3

1.37

9。 3

4。 3

17。 5

6.02

26.0

10.0

6″ 78

0″ 59

6″ 1

8″ 0

14″ 06

0″ 67

12″ 3

14″ 7

14″ 94

1″ 14

13″ 5

18″ 0

29″ 74

1″ 85

27″ 5

34″ 4

全体 (N=20)

X
SD

MAX

MIN

56.8

4.07

72.8

53.5

7.1

1。65

11.5

4。 3

21.7

7.68

39。 0

10.0

6″ 38

0″ 66

5″ 2

8″ 0

13″ 14

1″ 14

11″ 1

14″ 7

13″ 76

1″ 53

11″ 4

18″ 0

27″ 49

2″ 75

22″ 9

34″ 4



差はなかったが,女子では 1%水準でA群が大き
い値を示 した。女子A群の握力は 8。 O kg,背筋力
25。 9 kgに対 して,B群の値は 6。 3 kg,背筋力 17.5

kgと 相対的に小さかった。

2)疾走タイムについて         ,‐
25mttj 50m走 , 10om走の疾走タイムは,A

群がB群に比較 して優れており,その差は,統計

的に 1%水準で有意であった。

a.25m走
25m走の男子全体の平均タイムは 6.25秒であり,

A群の平均は 5.59秒,B群の平均は 6.93秒であっ

た。全対象児のぅち最も速い子は 5。 10秒,最 も遅
い子は 8。 10秒であった。女子全体の平均タイムは

6。 38秒で,A群の平均は 5.99秒,B群平均は 6.78

秒であり,こ のうち最も速い子は 5.20秒,最も遅
い子は 8:00秒であった。
ib.50m走

50m走では,男子め全体平均が 1工 07秒で,A
群平均 H.つ秒,B群平均 14。 34秒であり,最 も速

い子は 10。 90秒,最も遅い子は 15.50秒であり,女
子の全体平均は,13。 14秒でA群平均 12.21秒で,

B帯平均 14。 06秒であり,最 も速い子は 11.10秒
,

最も遅い子は 14。 70秒であった。

ё.100m走
100m走では,男子の全体平均は27.11秒 で ,

A群平均 24.25秒 ,B群平均 29。 96秒であり,最 も

速い子は 22.80秒,最も遅い子は 34.30秒であった。

100m走 のうち,50mごとのスプリットタイムを

比較すると,全体平均では,前半 50mの 13.52秒

に対して後半50mでは 13.59秒 とやや遅くなってい

る。 しかし,A群の50m通過タイムは 12.15秒 で

後半も12.10秒 と後半でわずかに速いタイムにな

っている。一方,B群では50m通過タイムが 14。 89

秒,後半が15.07秒で,前半より0.18秒遅いペース

となっている。すなわち, B群はA群に上ヒ較しζ
スピードの持続能力が低いということをあらわし

ている。

女子 100m走では,全体平均が27.49秒で,A群
が 25。24秒,B群 が 29.74秒であり,A,B群 の差

は,4。 50秒 と男子の場合よりもやや少ない。最 も

速い子は 22。 90秒,最 も遅い子は 34.40秒 で 100m
を走るうちに H。 90秒の差がみられる。100mの 前
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半50mと 後半50mの スプ リットタイムでは,A群
で前半 1258秒 ,後半 12.66秒 と差が少ないが, B
群では前半 14.94秒 ,後半 14.80秒 と逆に後半の方
が速い。 この様子は男子の場合 と著 しく異なって
いる。

3)走 行中の心拍反応

25m走,50m走 , 10o m走 のスター ト前,走行

中,お ょびゴールイン後の回復期 1分30秒 までの

心拍水準の推移を図 1,2に示 した。

男子A群の心拍反応はB群と比較 してスター ト

前,走行中および回復期を通 して全体的に高い水

準にある。女子では,特に走行中および回復初期
にA群の心拍水準が高い様子がみ られた。

走行中の最高心拍数は,男子 A群の場合,25m
走 157拍 /分,50m走 172拍 /分, 100m走 184

拍 /分であり,B群 では,25m走 153才白/分,50
m走 159拍 /分, 100m走 176拍 /分 という水準

であった。これらの心拍反応のうち,A, B群間
の差は,50m走の場合に統計的に5%水準で有意

であった。

女子の走行中の最高心拍数は,A群で25m走 159

拍 /分,50m走 175才白/分, 100m走 187拍 /分

であり,B群では25m走 148拍 /分,50m走 159

拍 /分,100m走 173拍 /分の水準であった。A,
B群間の差は,50m走 , loOm走で統計的に5%
水準で有意であった。

4。 考 察

幼児の走運動中の心拍反応については, これま

で吉沢18t松
井

10),小
林8),Yoshida15),藤

田4),

たちの報告がある。

このうち,走能力別に心拍反応を比較 した Yo―

shidaた ち16)の
報告では 1500m走 , 4000m走 ,

8850m走を行った場合,最 も速い子どもの心拍数

は 1500m走 ,4000m走では,200～ 220拍 /分 ,

8850m走では 180～ 210拍 /分の水準が維持され

ているが,最も遅い子どもでは,速度の低下にと

もなって心拍水準も低 く,4000m走では 160オ白/

分,8850m走では 150拍 /分の水準にまで低下 し

ている。

小林たちりは 6歳 児が 5分間走を行ったとき,

走行中の心拍数はスタート後 1分以後 190拍 /分
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をこえる水準が維持 されるが,走行中の最高心拍

数は,男子の速いグループ (10名 )で平均 200。 9

拍 /分,遅いグループ (10名 )で 197.9拍 /分で

あったことを報告 している。

藤田4)は,幼稚園の運動指導のなかで行われる

4分間程度の持久走中の心拍数をとらえ,先生の

指導に従 って走るとき,肥満傾向の子どもの心拍

数が 200拍 /分をこえて最 も高 くなり,最 も体力

の高い子どもでは, 150～ 180拍 /分で最 も低い

水準であったことを報告 している。 これは,先生

が走行ペースを定めた場合の心拍反応で,子ども

が自由に走 った場合の心拍反応を論 じる場合 とは

状況が異なっている。

一般に幼児が自由遊び時間に自由な活動を行 っ

たとき,日常活動的な子どもでは心拍水準が高く,

日常不活動的な子どもでは心拍水準が低い傾向が

み られる5,6,10,。

本研究において,短距離疾走能力に優れた子ど

もは,疾走能力が低い子どもと比較 して走行中の

最高心拍数が高 く,さ らにこの影響によって,回

復初期の心拍水準が高い傾向がみ られたが ,｀ これ

は,走運動にともなう生体の活動水準がより高い

段階に高められることを意味している。幼児の運

動では,無酸素的エネルギー発生が未熟であるこ

とから,30秒以下の運動においても,主 として有

酸素的エネルギー発生にもとづ くものとなってお

り,運動に対する心拍反応は,大人の場合より,

より敏感であると考えられる。幼児の心拍反応は,

短距離疾走から持久走に至るまで運動のパフォー

マンスと密接に関連しているということができる。

まとめ

① 6歳児 120名の中から,短距離疾走能力が高

い幼児男女20名,疾走能力が低い幼児男女20名

を対象として,25m走 ,50m走 , 100m走を行

い,走行前,走行中,回復期の心拍反応を連続

的にとらえた。

② 疾走能力が高い10名 をA群,疾走能力が低い

10名 をB群としたとき,男子の疾走タイムは,

A群25m走 5秒59,50m走 11秒79, 100m走 24

秒25で あり,B群25m走 6秒93,50m走 14秒34,

100m走 29秒96で あった。女子のA群は, 5秒

99, 12秒21,25秒24, B群は 6秒78, 14秒 06,

29秒74であ った。

③ 走行中の心拍数 は,各疾走距離で A群が B群

よ り高い傾 向がみ られた。走行中の最高心拍数

は,A群 25m走 157拍 /分,50m走 172拍 /分 ,

100m走 184拍 /分の水準であり,B群 では25

m走 153オ白/分,50m走 159オ白/分, 100m走

176拍 /分の水準であった。女子では,A群 159

拍 /分, 175拍 /分, 187拍 /分, B群 148拍

/分, 159拍 /分, 173拍 /分の水準であった。

④ 幼児の短距離疾走では,持久走の場合 と同様

にパ フォーマ ンスが高い幼児において走行中の

心拍数が高水準 とな り,強い運動負荷 に対 して

生体の活動 水準が高い段階で適応 していると考

え られ る。
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